
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3026 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 
世界史Ａ 単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校改訂版「世界史Ａ」 （第一学習社） 

副教材等 明解世界史図説エスカリエ （帝国書院） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

世界史Ａでは世界史の大きな流れを特に近現代史を中心に学びます。その際に、様々な歴史的事

象について自分なりに考え、その考えを発表することを考えています。また他の人の考えを聞く

ことで歴史に対する捉え方が人それぞれであることを理解してほしいと考えています。日本史を

学ぶうえでも特に近現代史においては、世界の歴史と切り離して考えることはできません。世界

と日本の結びつきについて、自分の頭の中で整理して学習するよう心掛けてください。 

 

２ 学習の到達目標 

近現代史を中心とする世界の歴史を諸資料に基づき地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解さ

せ、現代の諸課題を歴史的観点から考察させることによって、歴史的思考力を培い、国際社会に主体

的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的・地理的事象に

対する関心と問題意

識を高め、 意欲的に

追究するとともに、 

国際社会に主体的に

生き国家・社会を形成

する日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

歴史的・地理的事象か

ら課題を見いだし、我

が国及び世界の形成

の歴史的過程と生活・

文化の地域的特色を

世界的視野に立って

多面的・多角的に考察

し、国際社会の変化を

踏まえ公正に判断し

て、 その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

歴史的・地理的事象に

関する諸資料を収集

し、有用な情報を適切

に選択して、効果的に

活用している。 

我が国及び世界の形

成の歴史的過程と生

活・文化の地域的特

色についての基本的

な事柄を理解し、 そ

の知識を身に付けて

いる。 

評
価
方
法 

・出席状況 

・授業態度 

・提出物 

・課題 

・授業態度 

・提出物 

・課題 

・小テスト 

・定期考査 

・提出物 

・課題 

・小テスト 

・定期考査 

・課題 

・小テスト 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 世
界
史
への
い
ざ
な
い 

・自然環境と歴史 

 

・日本列島のなかの世界の歴 

 史 

〇 〇  

 

〇 

〇 

 

〇 

a:地理とのつながりで歴史に

対する関心を高めることが

できる。 

b:自然環境と人類の活動が相

互に作用しあっていること

について考察することがで

きる。 

c:鉄砲伝来や石見銀山の事例

から地図や年表を効果的に

活用することができる。 

d:様々な事象を通じて日本の

歴史が世界の歴史とつなが

っていることを理解するこ

とができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

１ 世
界
の
一
体
化
と
日
本 

・東アジア 

 

・南アジア 

 

・東南アジア 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

a:東アジアの特質、南アジアの

多様性、東南アジアの多様な

社会・文化の形成に対する関

心を高めることができる。 

b:東アジアの特質を日本の文

化と関連付けて多角的に考

察し、その結果を適切に表現

することができる。また、南

アジアで各宗教が及ぼした

影響について考察し、その結

果を適切に表現することが

できる。 

c:漢字・儒教・仏教、また南イ

ンドの各宗教に関する様々

な資料を活用することがで

きる。 

d:中国の皇帝政治や北方民族

との関係、東南アジアにおけ

る多様な社会・文化の形成に

ついて、理解することができ

る。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

１ 世
界
の
一
体
化
と
日
本 

・西アジア 

 

ヨーロッパ 

〇 〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

a:西アジアで古くから文明が

栄えた背景について関心を

高めることができる。 

b:オリエント・イラン文明につ

いて、日本への影響を考察

し、その結果を適切に表現す

ることができる。また、キリ

スト教がヨーロッパ文明の

基調となり今日まで受け継

がれていることを適切に表

現することができる。 

c:ヨーロッパの思想・文学・日

常の慣行や儀礼などの諸資

料を効果的に活用すること

ができる。 

d:西アジアに生まれたイスラ

ームが広大な地域に急速に

拡大し、独自の世界を形成し

たことを理解することがで

きる。また、ギリシア・ロー

マ文明がヨーロッパ世界の

形成に与えた影響について

把握し、その知識を身に付け

ることができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

１ 世
界
の
一
体
化
と
日
本 

・アフリカ 

 

・アメリカ 

 

・ユーラシアの海の交流 

 

・ユーラシアの陸の交流 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

〇 

a:アフリカに古くから独自の

文明や王国が存在したこと

に関心を高めることができ

る。 

b:アメリカの文明の特色を、ユ

ーラシアの諸文明と比較し

て考察し、その結果を適切に

表現することができる。 

c:ムスリム商人、中国商人の活

躍についての資料を活用す

ることができる。 

d:大河の流域ごとにアフリカ

の諸王国の特徴を理解する

ことができる。海のネットワ

ークの概要と交流の具体的

様相を理解することができ

る。また、遊牧国家の特徴や

モンゴルによるユーラシア

の一体化について理解する

ことができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

２ 結
び
つ
く
世
界
と
近
世
の
日
本 

・１４～１８世紀にかけての陸と

海の動向 

 

・イスラーム世界の成熟 

 

・明・清帝国と朝鮮・日本、ム

ガル帝国・サファヴィー朝・

オスマン帝国の動向 

 

・ルネサンスと宗教改革 

 

・大航海時代 

 

・１６～１８世紀にかけてのヨー

ロッパ諸国の動向 

 

・世界の一体化 

 

・主権国家体制の成立 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

a: 14 世紀から 18 世紀にかけ

ての世界の諸事象に関心を

高めることができる。ルネサ

ンスと宗教改革について関

心を高めることができる。ま

た、世界の一体化とそれに伴

うアフリカ・アメリカの変容

について関心を高めること

ができる。 

b:イスラーム世界の成熟につ

いて、オスマン帝国の宗教政

策の視点から考察できる。 

c: 「大航海時代」のヨーロッ

パとアメリカ大陸との接触・

交流に関する資料を活用で

きる。 

d:主権国家体制の成立と大西

洋貿易の展開によるヨーロ

ッパ社会の変容についての

知識を身に付けることがで

きる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

２ ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・ア
メ
リ
カ
の
工
業
化
と
国
民
の
形
成 

・イギリス産業革命 

 

・アメリカ独立革命・フランス革

命・ラテンアメリカ諸国の独

立 

・ウィーン体制 

 

・国民主義の高まり 

 

・ロシアの対外進出 

 

・アメリカの国民形成 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

〇 

 

〇 

a:大西洋革命についての関心

を高めることができる。ウィ

ーン体制下での自由主義・国

民主義の運動について関心

を高めることができる。 

b:産業革命が果たした歴史的

意義を適切に表現すること

ができる。ロシアの対外進出

の背景を理解し、その影響に

ついて適切に表現すること

ができる。 

c:西部開拓と先住民・アフリカ

系の人々への抑圧、移民の流

入についての資料を活用す

ることができる。 

d:産業革命の結果、資本主義経

済が確立したことを理解す

ることができる。アメリカ独

立革命、フランス革命、ラテ

ンアメリカ諸国の独立が相

互に関連をもちながらおこ

ったことを理解できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

２ ア
ジ
ア
諸
国
の
変
貌
と
近
代
の
日
本 

・ヨーロッパを中心とするアジ

アでの国際分業体制の形

成 

 

・ヨーロッパ進出期におけるア 

ジア諸国の状況 

 

・日本の明治維新 

 

・ヨーロッパの植民地支配に

対する抵抗運動 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

a:ヨーロッパを中心とするア

ジアでの国際分業体制の形

成について、近代世界システ

ム論の視点から意欲的に追

究できる。 

b:ヨーロッパの進出期におけ

るアジア諸国の状況、植民地

化や従属化の過程での抵抗

と挫折、伝統文化の変容、そ

の中での日本の対応につい

て、アジア諸国の内部で進行

していた変化とヨーロッパ

の進出によって引き起こさ

れた変貌について考察でき

る。 

c: ヨーロッパの植民地支配に

対する抵抗運動の高まりや

近代化の動きについての資

料を活用できる。 

d:日本の明治維新とその後の

近代化の動きがアジア諸国

に与えた影響についての知

識を身に付けることができ

る。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

２ 地
球
社
会
と
日
本 

・帝国主義の時代 

 

・急変する人類社会 

 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

〇 

 

〇 

a:帝国主義列強の世界政策に

よって世界がどのように変

容したか、意欲的に追究でき

る。 

b: 19 世紀末から 20 世紀初頭

にかけての社会の急激な変

化について、現代の社会と関

連付けながら考察し、その結

果を適切に表現できる。 

c:帝国主義列強の植民地支配

についての資料を活用でき

る。 

d: 19 世紀末から 20 世紀初頭

にかけての欧米諸国や日本

などに見られた社会の急激

な変化を意欲的に追究し、現

代社会の原型が成立したこ

とを理解できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

２ 世
界
戦
争
と
平
和 

・第一次世界大戦 

 

・ロシア革命とソ連の成立 

 

・国際連盟・ヴェルサイユ・ワ 

シントン体制 

 

・第一次世界大戦から第二次

世界大戦に至る流れ 

 

・第二次世界大戦 

〇 

 

 

 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

〇 

〇 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

〇 

a:第一次世界大戦が起きた原

因、世界恐慌からファシズム

の台頭、第二次世界大戦に至

るまでの過程を互いに関連

付けながら、意欲的に追究で

きる。 

b:ロシア革命とソ連の成立に

ついて、政治的・思想的影響

について考察し、その結果を

適切に表現できる。 

c:世界恐慌の原因と影響、各国 

の恐慌対策、ファシズム台 

頭の背景と経過についての 

資料を活用できる。 

d:第二次世界大戦の性格と、そ

の過程で生じた米ソ冷戦の

芽や原爆使用の意味につい

て理解し、その知識を身に付

けることができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

３ 三
つ
の
世
界
と
日
本
の
動
向 

・１９７０年頃までの世界の政

治・経済の動向  

 

・アジア・アフリカの民族独立

運動、第三世界の台頭 

〇 〇 〇  

 

 

〇 

a:米ソ両陣営の対立、アジア・

アフリカの民族運動と植民

地支配からの独立に対する

関心を高められる。 

b:1970 年頃までの世界の政

治・経済の動向について考察

し、その結果を適切に表現で

きる。 

c:米ソ両陣営の対立、アジア・

アフリカの民族運動と植民

地支配からの独立について

の資料を活用できる。 

d:アジア・アフリカ諸国が抱え

る諸問題について理解し、そ

の知識を身に付けることが

できる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 



 

※令和３年度以前入学生用 

３ 地
域
社
会
への
歩
み
と
課
題 

・1970 年代以降の地球社会

形成に向けての諸地域世

界の情勢 

 

・東欧諸国の民主化とソ連の

社会主義体制の崩壊 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

 

 

〇 

〇 〇 a:東欧諸国の民主化とソ連の

社会主義体制の崩壊につい

て関心を高められる。 

b:現代社会の問題点を把握し、

その解決のために日本が果

たすべき役割について考察

し、その結果を適切に表現す

る。 

c:新聞やインターネットなど

から国際社会の新しい動き

や問題点についての情報を

収集し、有用な情報を選択し

て活用できる。 

d:1970 年代以降の地球社会形

成に向けての諸地域世界の

情勢に関する知識を身に付

けることができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

３ 持
続
可
能
な
社
会
への
展
望 

・現代社会の特質と課題 〇 〇 〇 〇 a:自ら主題を設定し、主体的な

探究を行うことができる。 

b:歴史的視野から認識を深め、

持続可能な社会の実現につ

いて展望することができる。 

c:現代社会の特質や課題に関

する資料を収集・選択･活用

することができる。 

d:探究した成果を論述したり、

討論することができる。 

・授業態度 

・発問評価 

・提出課題 

・定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


